














 1 この講話の近代語訳として今回参照したのは次の通り。Philipp Haeuser/ Manfred 
Kertsch（übertrg.）， Gregor von Nazianz Reden über den Frieden Über die Liebe zu der 
Armen, Schriften der Kirchenväter 5, München; Kösel-Verlag, 1983, S.33-68; M. F. Toal
（tr.）， The Sunday Sermons of the Great Fathers, Vol4, Presavation Press 1996（1955-1963）， 
pp. 43-64; Martha Vinson（tr,）， St. Gregory of Nazianzus Select Orations, The Fathers 
of the Church 107, The Catholic University of America Press 2003, pp.39-71; Brian E. 
Daley, S.J., Gregory of Nazianz, The Early Church Fathers, Routledge 2006 （pp.76-97 に
英訳が掲載）． 
 2 ミーニュ教父著作集所収のテクストに先立つ「第十四講話への注意」（Monitum in 
































　「われわれの眼前にはもはや恐るべき悲惨な光景はない（Ouvk e;ti pro,keitai toi/j ovfqalmoi/j 



































旱魃の時期に語られた説教」（Homilia dicta tempore famis et siccitatis）、あるいは第
六講話「『わたしはわたしの倉を壊し、もっと大きなものを建てよう』について」（In 


























 7 Vinson（tr,）, St. Gregory of Nazianzus, p.50, n.50. 
 8 Ps. Galenus, Introductio seu Medicus, cap.13, C. G. Kühn（ed.）, Opera quae extant 
omnia 14, p.757. なお同頁に記されているラテン語訳ではこの語は mutilatio （破損）と
訳されている。この前後の部分を含めた拙訳がある（拙著『司教と貧者』、新教出版社、
2007年、Ⅲ資料2－2 [199－201頁]）。



























































12 Holman もこの点を強調する。Susan R. Holman, The Hungry Are Dying. Beggars and 

















































と り わ け 聖 な る 病 に 冒 さ れ て い る 人 々（toi/j up`o. th/j ie`ra.j no,sou 
diefqarme,noij）に注目したい。この人々はその肉と骨、その髄に至るまで、
14 最後は tau,thj to . kra,tiston eu`riskw filoptci,an, kai . th .n peri . to . suggne .j euvsplagcni,an 





する。この点で例えばWinslow はand で結ばずにlove for the poor, in sympathy and 
compassion for our fellow man と訳している（Gregory of Nazianzus and love for the 
poor, p.351）。またVinson はthe love of the poor along with compassion and sympathy 






























して捉えている。D. F. Winslow, Gregory of Nazianzus and love for the poor, AThR47 







































































































































































いて表示する。860,35（2節）; 864,35（2回：5節）; 868,22（8節）; 869,23（10節）; 
872,44（12節）; 876,29（15節）; 876,46（15節）; 881,37（19節）; 888,29（23節）; 
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、人間たち






















































24 フィランスロピアとテオーシスの関係については D. F. Winslow, The Dynamics of 
Salvation, Patristic Monograph Series 7, The Philadelphia Patristic Foundation, 1979, 
pp. 151-155を参照。
土　井　健　司58
しても、いつ病気に冒されるか不明である。同じ身体を共有するもの同士援助
を与えねばならない。援助することで共同して参加している人間本性というも
のが守られるからである。病貧者を蔑ろにする者は自らの人間本性をも蔑ろに
している。またその人間本性が貪欲さによって分裂する以前の原初の時、われ
われはすべて人間として平等で自由であった。現在も同様に貪欲に負けず、惑
わされず、この原初の自由を求めるべきである。
　この病貧者への援助はこの講話のなかでしばしばフィランスロピアという概
念によって表現される。フィランスロピアの用法において考察したように第
十四講話におけるグレゴリオスの救貧思想は縦軸と横軸の交錯するところで成
立し、一方で病貧者と「われわれ」の人間としての平等さ、同等さから、他方
で神・人間関係を基礎として「われわれ」による病貧者（=キリスト）への愛の
業の勧めを展開する。その場合は、病貧者へのフィランスロピアを通して神に
向かうという対象的な面と、病貧者へのケアを通して自らが神と重なり、神に
成るという主体的な面の二つの方向がある。それゆえそこに人間のテオーシス（神
化）の実現可能性を認めるものとなっている。フィランスロピアとは神と人間
との関係、また人間同士の関係を表現する概念であり、とくに人間同士の場合は、
まさに人間扱いされない人々のなかに「人間」を創造的に認めてこの人々へ配
慮することを述べる。こうした病貧者における「人間」の確認はキリストを通
して果たされるという。この講話で展開されるグレゴリオスの救貧思想は、キ
リストにおいて可能となる貧者における人間性の創造と開示を中核にもつと言っ
てよいであろう。
本稿は、科研費（基盤研究（c）「カッパドキア教父の救貧の思想と実践」［平成20〜23
年度］）の交付を受けてなされた研究成果の一部である。
